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テガイ右殻に多く穿孔し、その密度は 3 月に最大になる、最小成熟個体の体幅は 400 nm で
水温 15℃以下になる 11 月～6 月に成熟し、継続的に産卵する、大きく 3 つのコホートが存
在し、初夏加入群が最も産卵に貢献する、生存年数は貝殻に着底後 1.2 年以上であることが
わかった。 
2011 年 3 月に発生した東北地方太平洋沖地震と津波により、女川湾の養殖ホタテガイと
そのホタテガイに穿孔していた多毛類は消失した。岸壁に生息する天然の巻貝類とマガキ
を調べた結果、P. onagawaensis が優占していた。それらの最小成熟個体の体幅は 300 nm と
小さく、３つのコホートが確認され、夏加入群が最も産卵に貢献していた。また、生存年数







上記の成果の一部はすでに国際誌に掲載され、また、国際学会大会において Best Student 
Poster Award を受賞した。以上のことから、審査員一同は、本論文提出者に対し博士（農学）
の学位を授与するに値するものと判定した。 
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